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会         議        記         録 

会 議 の 名 称 産業建設常任委員会 
会議場所 第２委員会室 

担当職員 三宅 

日 時 平成２４年３月１５日（水曜日） 
開 議   午前  １０ 時 ００ 分 

閉 議   午後   ５ 時 ００ 分  

出席委員 ◎菱田 ○福井  井上  馬場  藤本  湊  小島  西口 

出席理事者 

大坪上下水道部長、赤間上下水道総務課長、森下水道課長、亀谷年谷浄化センター所長、長

野上下水道総務課参事、桑原水道課参事、阿久根下水道課副課長、増田上下水道総務課係

長、永田上下水道総務課経営係長 

湯浅経済部長、大西農政課長、堤農林整備課長、竹内国営事業推進課長、船越商工観光課

長、加藤農業委員会事務局長、辻村農政課副課長、谷口国営事業推進課参事、奥村商工観光

課参事 

高屋まちづくり推進部長、柴田まちづくり推進部理事、古林都市計画課長、中井桂川・広域交通

課長、竹村道路河川課長、橋本建築住宅課長、伊豆田都市整備課副課長、中西建築住宅課参

事、佐藤都市整備課公園緑地係長 

出席事務局  三宅 

傍聴者 市民    名 報道関係者  名 議員     名 
 

会  議  の  概  要 
１０：００  

 

１ 開議（菱田委員長あいさつ）  

  

◆委員長報告の確認 

＜菱田委員長 委員長報告朗読＞ 

＜全員了承＞                          ～１０：０３ 

 

１３：００～ 会議再開 

 

２ 日程説明（事務局） 

 

３ 所管分議案審査（付託表その２）（説明～質疑） 

 

［理事者入室］上下水道部 

 

＜上下水道部長あいさつ＞ 

（予算編成方針） 

 長引く景気低迷や節水意識の向上から水需要及び水処理量が減少傾向にある。その

中で料金改定による収入は期待しにくく、健全な状態には至っていない中であるが、

収入確保、経費削減に努め、施設の老朽更新、耐震化、水道未普及地域の解消など

の諸課題を解決するよう取り組んでいく。 

（重点事項） 

 ・簡易水道事業 …老朽管の更新、将来の統合をめざした取り組みの推進。 

          附帯決議を受けての維持管理費の計画的な執行、有収率の向上

をめざした取り組みの推進。 
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 ・地域下水道事業…川東浄化センターの太陽光発電システムの導入、馬路町におけ

る水洗化補助事業の継続実施、川東地区の農集排の接続率向上

をめざした取り組み。 

 

 ・上水道事業  …畑野町における水道未普及事業の平成２５年度完成をめざした

推進、計画的な水道施設の耐震整備及び水道管更新の推進。 

 

 ・下水道事業  …薭田野、曽我部地区の管渠整備の促進、年谷浄化センターの計

画的な整備。 

 

～１３：０９ 

 

第３号議案 平成 24 年度亀岡市簡易水道事業特別会計予算 

＜水道課参事、資料に基づき説明＞ 

～１３：２５ 

［質疑］ 

＜藤本委員＞ 

 ２８５Ｐ、水道使用料の滞納繰越分についてどの程度あるのか。 

＜上下水道総務課長＞ 

 平成２２年度の決算額の状況では、現年分２６０万２８５７円、過年分９７万８２

６６円、計３５８万１１２３円である。 

＜馬場委員＞ 

 今後の接続に関しては、統合の可能性など面的にどのような計画があるのか。 

＜水道課参事＞ 

 川東、千歳、保津の各簡易水道においては、各所に連絡管をつなげている。今回、

千歳簡易水道においては旭町までの延長２２０ｍ間について、塩ビの旧管を入れ替

える計画を立てている。 

＜馬場委員＞ 

 どこかで断水しても旭町まで水は届くのか。 

＜水道課参事＞ 

 千代川の上水からの緊急連絡管を川東簡易水道までつなげており、八木町からも緊

急連絡管をとっている。各簡易水道間において、緊急時には相互給水が可能である。 

 

～１３：３２ 

 

第５号議案 平成 24 年度亀岡市地域下水道事業特別会計予算 

＜下水道課長、資料に基づき説明＞ 

～１３：４３ 

［質疑］ 

＜湊委員＞ 

 ３３２Ｐ、水洗化促進経費について、詳細な内容を。 

＜下水道課長＞ 

 馬路町三ッ辻地区の水洗化促進事業であり、１戸あたり２４万円を上限として、補

助金を交付するものである。 
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＜菱田委員長＞ 

 対象戸数は。 

＜下水道課長＞ 

 対象戸数については、平成２３年度で３０戸実施している。残６８戸あり、全９８

戸である。なお、住宅戸数は府営住宅を含め、全１３０戸である。 

＜馬場委員＞ 

 ①水洗化補助金の財源は。 

 ②３３４Ｐ、川東浄化センターの太陽光発電について、小水力発電についても、国

庫補助の採択基準はあるのか。 

＜下水道課長＞ 

 ①府の補助金は打ち切られている。本市だけで補助を続けようとするものである。 

 ②色々なメニューがあるが、農集排に関しては、太陽光発電として川東４町の管理

組合の要望により実現しようとするものである。 

＜福井副委員長＞ 

 ３１９Ｐ、使用料及び手数料について、前年度予算よりも増加しているのは決算ベ

ースによるためか。 

＜下水道課長＞ 

 地域し尿などは実績ベースで積算しているが、農集排に関しては川東の管路網拡大

による接続状況、水洗化促進による増加を見込んでいる。 

～１３：５０ 

 

第９号議案 平成 24 年度亀岡市上水道事業会計予算 

＜上下水道総務課長、資料に基づき説明＞ 

～１４：２２ 

［質疑］   

＜井上委員＞ 

 ２５Ｐ、委託料について、水道料金等徴収事務を委託することによりどのような効

果があるのか。 

＜上下水道総務課長＞ 

 包括民営委託により運営しているが、１９年度の予算ベースと比較して人件費では

年間１４００万円、３カ年で４２００万円の減額ができている。窓口、収納、検針

業務などにおいても市民からの苦情処理に対応しているため、職員の負担が大幅に

軽減されており、民間のノウハウを活用することにより市民サービスの向上を図っ

ている。 

＜井上委員＞ 

 民間委託をしても、市民からは全て職員とみなされている。上下水道部の名称で対

応されているので、その点、十分に職員との報告、連絡体制を密にとっていただき

たい。要望。 

＜馬場委員＞ 

 ①棚卸しについて、メーターの保有状況、適切な基準は。 

 ②２３～２４Ｐ、各施設管理業務等の委託先はどこか。 

＜水道課参事＞ 

 ①メーターの購入予算は７３８個を予定している。８年の耐年であり、随時入れ替

えているため、現在の保有数は把握していない。 

 ②加圧ポンプ場、配水池については、それぞれ日本メンテナンスに委託している。 
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＜馬場委員＞ 

 委託により職員の緊急出動などの労働条件の改善につながっているのか。 

＜水道課参事＞ 

 緊急時には直接日本メンテナンスに連絡が入るため、職員の緊急出動は減っている

が、日本メンテナンスでは判断できないケースなどでは、職員が出動している。 

＜馬場委員＞ 

 民家での水漏れ対応などで解決できないケースについて、自治会とのしくみづくり

も検討されたい。 

＜湊委員＞ 

 財政見通しについて、料金改定、畑野町の供用開始により今後どのような見通しに

なるのか。 

＜上下水道総務課長＞ 

 亀岡市上水道長期財政計画では、平成１５年度から平成２９年度までの見込みであ

り、現在と相違している点は平成２２年度からの料金改定を第２段階の料金で見込

んでいる点と給水人口の見込がかけ離れている点である。４年ごとの見直しで平成

２４年度はその時期に来ており、計画の見直しを行う。 

＜湊委員＞ 

 累積欠損は増加しているが、今後どのような見通しとなるのか。 

＜上下水道総務課長＞ 

 平成２５年度からの第２段階の改定を計画に当てはめると、黒字決算となり健全経

営に向かうものと見込んでいる。 

＜菱田委員長＞ 

 計画というのは企業会計であるので、４年ごとではなくその都度見直すべきと考え

るが。 

＜上下水道部長＞ 

 ２段階目の改定により当初の計画に合うものとなっている。特殊な要因があればそ

の都度変更すべきであるが、基本的には４年ごとに見直しを行っている。平成２５

年度の第２段階の料金改定により均衡がとれる状態になるであろうが、現在の人口

情勢、畑野町の関係では償却資産が増えること、今後の老朽管路の更新、布設替え

の必要があることから、依然厳しい状況が続くと見込まれる。今後の見通しについ

ては、随時情報公開に努めていく。 

＜福井副委員長＞ 

 ２Ｐ、資本的収入が３３．８％と大幅に下がることの原因は。 

＜上下水道総務課長＞ 

 他会計負担金の畑野町未普及地域解消事業経費が減っていることと企業債が７８．

１％減っていることが大きな原因である。 

＜福井副委員長＞ 

 他会計貸付金の５億４０００万円について、場合によっては平成２５年度の値上げ

ができないのではないかという非常に困難な状況に陥ることにならないか危惧し

ている。どのような考えか。 

＜上下水道部長＞ 

 平成２５年度の料金改定については給水条例で認められたものであり、よほどのこ

とでない限り再提案して変更することはないものと考えている。金があるのになぜ

値上げをするのかといった市民感情で誤解を招くのではないかということであろ

うが、貸付金のベースは減価償却費である。更新などに充てるものは減価償却費の
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現金を充当すべきであり、保留してきている充当財源は必要なものである。 

＜福井副委員長＞ 

 理解はしているが、心配していることはそれをどのように説明し理解を求めるかと

いうことである。 

～１４：４６ 

＜休憩１４：４６～１５：００＞ 
 

第１０号議案 平成 24 年度亀岡市下水道事業会計予算  
＜上下水道総務課長、資料に基づき説明＞ 

～１５：１５ 

［質疑］  

＜馬場委員＞ 

 ３１Ｐ、工事請負費について金額が莫大である。下水道管渠布設工事の概要は。図

面提出を求める。 

＜下水道課長＞ 

 工事件数は１０件計画しており、場所は主に薭田野町である。管の口径は最少の２

００ｍｍ、トータル延長２９００ｍ余り、最終的に終末処理場に汚水を送る計画で

ある。図面は後ほど提出する。 

＜馬場委員＞ 

 公共下水道区域における過剰な投資が経営上の問題になっていることを意見とし

ておく。 

＜藤本委員＞ 

 施設の耐震化は進んでいるとのことであるが、大震災への対応では、地域によって

は管の布設替えよりも拠点ごとに浄化槽を設置するほうがよいのではないかと考

えているが、この考え方についてはどうか。 

＜下水道課長＞ 

 耐震構造のあり方については、今後の計画を模索している。管については塩ビ製の

耐震性のあるものを使用している。浄化槽の件については、安定性の面などから下

水道を推進している立場である。当面は年谷浄化センターの耐震整備を進めていく

ことを大きな目的としている。 

～１５：２５ 

 

第４６号議案 亀岡市水道事業の設置等に関する条例等の一部を改正する 

条例の制定について 

＜上下水道総務課長、資料に基づき説明＞ 

［質疑］  

＜馬場委員＞ 

 資料中、法律の「資産が滅失等した場合」に対して、本市条例は「資産が減失等し

た場合」となっているが、滅失と減失の違いは。 

＜上下水道総務課経理係長＞ 

 資料の誤りで「滅失」が正しい。なお条例案は「滅失」としている。 

～１５：３７ 

［理事者退室］ 

 

１５：３７～  

［理事者入室］経済部 
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＜経済部長あいさつ＞ 

 

第５５号議案 亀岡市企業立地促進条例の一部を改正する条例の制定につい

て 

＜商工観光課長、資料に基づき説明＞ 

［質疑］  

＜馬場委員＞ 

 ①要件の緩和により、どの程度交付対象が広まると見込んでいるのか。 

 ②雇用を守る点で、企業へのペナルティの考え方は。 

＜商工観光課長＞ 

 ①新規立地を誘導するよりも、これからは既存企業の規模拡大を誘導し、環境整備

をしていきたいと考えている。 

 ②雇用面での対策としては、稼働時の雇用状況の１年後の雇用状況を確認してから

の交付決定としている。それに該当しない場合は交付しないこととなる。 

～１５：４６ 

第５６号議案 財産の無償貸付について 

＜農政課長、資料に基づき説明＞ 

［質疑］ なし 

～１５：４８ 

第５７号議案 土地改良事業（災害復旧事業）の施行について 

＜農林整備課長、資料に基づき説明＞ 

［質疑］ なし 

～１５：５０ 

［理事者退室］ 

＜休憩１５：５０～１６：００＞ 

 

［理事者入室］まちづくり推進部 

 

＜まちづくり推進部長あいさつ＞ 

 

第４５号議案 亀岡市営住宅管理条例の一部を改正する条例の制定について 

＜建築住宅課長、資料に基づき説明＞ 

［質疑］  

＜小島委員＞ 

 高齢者とは何歳以上の者をさすのか。 

＜建築住宅課長＞ 

 基本は６０歳以上である。 

＜馬場委員＞ 

 犯罪被害者等支援条例との同時成立を期待されているが、入居受入れ時のサポート

面で自治会、民生委員に協力を呼びかけているのか。 

＜建築住宅課長＞ 

 福祉、自治面においては各担当課と連携して取り組むこととしている。 

＜井上委員＞ 

 文言中の「障害者」は、近年「障がい者」と表現するのでは。 
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＜建築住宅課長＞ 

 法律等で使用されている文言に従っている。 

～１６：１０ 

 

第５８号議案 市道路線の認定について 

＜道路河川課長、資料に基づき説明＞ 

［質疑］  

＜福井副委員長＞ 

 市道認定への要件が整うと市道認定しなければならないものか。増々市道が増えて

いくことには疑問をもっている。 

＜道路河川課長＞ 

 市道が増えていくことは仕方がないことである。開発指導で協議したものは当然市

道認定すべきであり、認定外道路も多くの問題があり、その解消されたものは市道

認定しなければならない。ほ場整備では一旦廃止し、整備後に改めて認定するもの

もある。今後も市道の総延長はのびていく。 

～１６：１７ 
［理事者退室］ 

 

４ 討論～採決 

［討論］ 

＜馬場委員＞ 

 第５５議案、企業立地促進条例の一部改正に賛成。指定工場等の基準要件の緩和に

より、本市の中小企業についても立地を促進し、さらに雇用を創出することを期待

する。労働者を守る観点で賛成する。 

［採決］ 

第 ３号議案 平成２４年度亀岡市簡易水道事業特別会計予算 

可決・全員  

 

第 ５号議案 平成２４年度亀岡市地域下水道事業特別会計予算 

可決・全員  

 

第 ９号議案 平成２４年度亀岡市上水道事業会計予算 

可決・全員  

 

第１０号議案 平成２４年度亀岡市下水道事業会計予算 

     可決・全員  

 

第４５号議案 亀岡市営住宅管理条例の一部を改正する条例の制定 

について 

     可決・全員  

 

第４６号議案 亀岡市水道事業の設置等に関する条例等の一部を改正する条例の

制定について 
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 可決・全員  

 

第５５号議案 亀岡市企業立地促進条例の一部を改正する条例の制定について 

 可決・全員  

 

第５６号議案 財産の無償貸付について 

 可決・全員  

 

第５７号議案 土地改良事業（災害復旧事業）の施行について 

 可決・全員  

 

第５８号議案 市道路線の認定について 

 可決・全員  

 

［指摘要望事項］ 

なし 

＜菱田委員長＞ 

 委員長報告については、正副委員長で整理してまとめる。次回確認願う。 

 ＜全員了＞ 

 

10 審議会委員等の推薦 

 （１）亀岡市防災会議委員（Ｈ24．6．1 から２年間） 

［事務局説明］ 

＜菱田委員長＞ 

 引き続き、委員長を推薦することでよいか。 

 ＜全員了＞ 

 

（２）亀岡市総合農政計画審議会委員（委嘱の日（Ｈ２４．４月頃）から２年間） 

［事務局説明］ 

＜菱田委員長＞ 

 どのように取り扱うか。 

＜藤本委員＞ 

 現委員の福井副委員長、井上委員が了承されれば、継続で。 

＜馬場委員＞ 

 議会改革の中で２元代表制のもとで問題があれば、推薦しないこととしているが。 

＜菱田委員長＞ 

 藤本委員はその点ではどうか。 

＜藤本委員＞ 

 議会の議決を要するものであれば問題があるが、この審議会委員は問題ないのでは。 

＜馬場委員＞ 

 以前に審議会に入っていたが、それぞれの立場で農業振興に対して自由な議論がな

されていた。 

＜西口委員＞ 

 農政については、アドバイス的なことも含めて関わっていくべきと考える。従来通
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り推薦する方向でどうか。 

＜菱田委員長＞ 

 従来通り、当常任委員会から推薦することとして、福井副委員長、井上委員を推薦

することでよいか。 

＜全員了＞ 

 

11 その他 

（１）議会報告会、議会だよりの委員会報告内容について 

［事務局説明］ 

＜菱田委員長＞ 

当常任委員会の報告として、どのように対応するかご意見を。 

＜井上委員＞ 

 企業立地促進条例の一部改正について 

＜小島委員＞ 

 亀岡市営住宅管理条例の一部改正について 

＜馬場委員＞ 

 この２点の条例改正を条例関係としてひとくくりにし、もう一つにはやはり所管分

予算の特徴的な内容として、上水道事業予算における畑野町給水開始のことなどを

掲載してはどうか。 

＜菱田委員長＞ 

 今の意見をもとにまとめることとする。請願審査についてはどのように取り扱うか。 

＜馬場委員＞ 

 請願は注目されている。賛成、反対の討論を簡略に掲載すべき。 

＜菱田委員長＞ 

 請願についても掲載する方向でまとめる。正副委員長に一任願う。 

 ＜全員了＞ 

 

（２）議会報告会意見対応（２月１０日開催分）について 

［事務局説明］ 

亀岡中部１２（縦貫道無料化） 

＜馬場委員＞ 

 無料化への意見も聞いているところであるが、参考とすることでよいのでは。 

＜菱田委員長＞ 

 参考とすることでよいか。＜全員了＞ 

宮前５（国道法面の草刈り） 

＜菱田委員長＞ 

 当日の回答のとおり担当課に報告する。＜全員了＞ 

宮前６（ＴＰＰ、コメのあり方） 

＜菱田委員長＞ 

 このような意見があることを担当課に報告してはどうか。＜全員了＞ 

宮前１２（鳴滝工区の進捗状況） 

＜菱田委員長＞ 

 京都府の事業実施の内容であるが、担当課に報告してはどうか。＜全員了＞ 
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（３）行政視察について 

［事務局説明］ 

＜菱田委員長＞ 

 調査項目についてご意見を。 

＜馬場委員＞ 

 大分県日田市の農産物加工等推進緊急対策事業、臼杵市のほんまもん有機の里、臼

杵市土づくりセンター、熊本県天草市の南蛮フェアによる地域活性化、八代市の乗

り合いタクシー制度など。 

＜藤本委員＞ 

 大分県日田市ではひな祭りや鉾によるまちおこしをされている。 

＜福井副委員長＞ 

 長野県上田市は真田家の戦国武将を活用した観光誘致に力を入れている。 

＜馬場委員＞ 

 長野県には他にも有数の先進地がある。正副委員長でピックアップ願いたい。 

＜井上委員＞ 

 日田市は以前視察したことがある。観光によるまちづくり、地産地消によるまちづ

くりに取り組まれているところを調査項目としたい。 

＜藤本委員＞ 

 日田市周辺と上田市周辺の２案で検討したい。 

＜馬場委員＞ 

 上田市方面でよい。 

＜菱田委員長＞ 

 信州方面で検討することとする。案をまとめる。具体的な日程についてはどうか。 

＜西口委員＞ 

 ５月の第２週がよい。 

 （日程調整） 

＜菱田委員長＞ 

 第１案を５月１４～１６日、第２案を９～１１日とする。＜全員了＞ 

 

  （４）４月の月例常任委員会について＜項目、開催日＞ 

＜菱田委員長＞ 

 ４月第２週の月曜日を開催日としているが、午後から広報広聴特別委員会が入って

いる。次週の１６日（月）１０時開催でどうか。 

＜全員了＞ 

＜菱田委員長＞ 

 内容についてご意見を。 

＜井上委員＞ 

 五反田池の工事費予算が大きいため、現場を見てみるのはどうか。 

＜馬場委員＞ 

 それに加えて、可能ならばカーボンマイナスプロジェクトの竹炭の現場を視察して

はどうか。 

＜藤本委員＞ 

 ５月の行政視察の事前勉強もしたい。 

＜菱田委員長＞ 
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 次回の月例委員会は今の意見をもとに調整することとする。 

 ＜全員了＞ 

 

 

散会 ～１７：００ 


